
　

日
本
の
古
代
国
家
は
、
七
世
紀

後
半
の
大た

い

か

の

か

い

し

ん

化
改
新
を
境
に
、
そ
の

支
配
体
制
を
大
き
く
変
え
て
い
っ

た
。
そ
れ
ま
で
の
中
央
や
地
方
の

豪
族
が
土
地
と
部べ

民み

ん

を
私
的
に
所

有
す
る
体
制
か
ら
、
朝
廷
（
天
皇
）

を
中
心
と
す
る
中
央
集
権
体
制
へ

の
転
換
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

戸
籍
を
編
み
、
里
制
を
敷
き
、
成

人
男
子
に
田
地
を
支
給
す
る
班は

ん

田で

ん

収
し
ゅ
う

受じ

ゅ

制せ

い

を
敷
い
た
。
所い

わ

謂ゆ

る

、
公こ

う

地ち

公こ

う

民み

ん

制せ

い

で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
定

め
た
の
が
律り

つ

と
令

り
ょ
う

で
あ
る
た
め
、

律
令
国
家
の
時
代
と
呼
ば
れ
る
。

そ
の
手
本
は
大
陸
の
隋ず

い

唐と

う

帝
国
の

支
配
体
制
に
あ
っ
た
。

　

一
方
、
地
方
行
政
は
、
中
央
の

中
下
流
貴
族
が
国こ

く

司し

に
任
命
さ
れ

て
各
国
に
赴
任
し
、
国
内
の
諸
権

限
の
大
部
分
を
掌
握
し
た
。
国
司

が
政
務
を
執と

る
役
所
が
国
府
、
ま

た
は
国こ

く

衙が

で
あ
っ
た
。
国
衙
の
中

で
国
司
が
政
務
を
執
る
中
心
的
な

建
物
が
正せ

い

殿で

ん

、
ま
た
は
国こ

く

庁
ち
ょ
う

と
呼

ば
れ
た
も
の
で
、
府
中
町
石
井
城

に
は
「
国
庁
屋
敷
」
の
地
名
が
残

る
。

現
代
で
も
県
庁
内
に
総
務
部
や
商

工
労
働
部
な
ど
の
各
部
局
が
あ
る

よ
う
に
、
当
時
（
十
～
十
一
世
紀

頃
）
も
、
次
の
よ
う
な
実
務
を
担

当
す
る
「
所

と
こ
ろ

」
と
呼
ば
れ
た
部
局

が
あ
っ
た
。
そ
の
主
な
所
は
、
政ま

ん

所
ど
こ
ろ

（
公く

文も

ん

所じ

ょ

と
も
言
う
）
、
税さ

い

所し

ょ

、

田た

所
ど
こ
ろ

、
調ず

所し

ょ

、
大だ

い

帳
ち
ょ
う

所し

ょ

、
朝

ち
ょ
う

集
し
ゅ
う

所し

ょ

、
健こ

ん

児で

い

所し

ょ

、
国こ

く

掌
し
ょ
う

所し

ょ

、
検け

非び

違い

使し

所
ど
こ
ろ

、
出す

い

納と

う

所し

ょ

、
細さ

い

工く

所し

ょ

、
膳ぜ

所ぜ

、
船ふ

な

所
ど
こ
ろ

、
小こ

と

ね

り

し

ょ

舎
人
所
な
ど
で
あ

る
。
田
所
は
国
内
の
田
畑
に
関
す

る
帳
簿
作
成
や
課
税
の
た
め
の

検
田
帳
の
管
理
な
ど

を
担
当
す
る
役
所
の

名
前
で
あ
る
。
健
児

所
は
国
庁
警
備
や
国

衙
儀
式
の
儀ぎ

仗
じ
ょ
う

を
担

当
す
る
安
芸
國
の
軍

団
で
正せ

い

丁て

い

３
人
に
１

人
に
兵
役
を
充
て
た
。

検
非
違
使
所
は
現
在

の
警
察
本
部
に
当
た

る
。
膳
所
は
国
府
に

在
勤
の
役
人
に
給
食

と
儀
式
の
際
の
食
事
・

宴
会
を
担
当
。
細
工

所
は
鍛か

冶じ

、
鋳い

物も

師じ

、
番ば

ん

匠
し
ょ
う（

大
工
）

な
ど
種
々
の
職
人
や
工
房
を
統
括

し
た
。
船
所
は
、
国
内
の
公
私
船

の
調
査
や
手
配
を
担
当
し
た
。

　

鎌
倉
期
の
田
所
文
書
に
は
大
帳

所
、
政
所
、
朝
集
所
、
造
府
所
、

細
工
所
、
船
所
、
公
文
名
主
所
、

国
掌
所
な
ど
の
名
前
が
見
え
る
。

国
衙
の
組
織
に
も
役
所
の
新
設
や

統
廃
合
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が

具
体
的
に
は
掴つ

か

め
な
い
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田　

禎
昭

〔
第
93
回
〕　

国こ
く

庁ち
ょ
う

屋や

敷し
き

跡あ
と･

田た

所ど
こ
ろ

明み
ょ
う

神じ
ん

社じ
ゃ･

田た

所ど
こ
ろ

文も
ん

書じ
ょ

そ
の
二

ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

正しいごみ出しにご協力を
府中町環境センター(八幡四丁目1-1)　☎286–3266

田所文書（安芸国国衙領注進状）より
（『安芸府中町史』第２巻Ｐ.192より）

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

※ごみは、午前8時30分までにごみステーションに出してください。

家庭ごみなどの持ち込み
　お盆の期間中は、環境センターへのごみの持ち込みが多
く、大混雑が予測されます。あらかじめ、次の事項に注意
して、正しい方法で持ち込んでください。
◆受付時間　月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　　午前9時～11時30分、午後1時～3時30分
※住所を確認できるものを持参してください。
　（運転免許証、健康保険証、ハガキなど）
◆�持ち込み方法　通常収集している各種類のごみはすべて
自己搬入できます。ごみステーションに出すときと同じ
方法であらかじめ分別してください。分別できていない
ごみは受け付けできません。また、様々なものを多量に
持ち込む場合､場内で降ろすのに時間がかかります。後か
ら来られる方にお待ちいただくことになりますので､速
やかに降ろせるようご協力をお願いします。

旧焼却施設解体工事期間中の
ごみの持ち込み

　平成23年7月～平成24年3月の期間で解
体工事を行いますが、環境センターへのご
みの持ち込みは、通常通り受け付けます。
安全確保を最優先で工事を行います。
　なお、工事期
間中は、通行可
能な範囲が狭く
なるなど、大変
ご迷惑をおかけ
しますが、ご理
解とご協力をお
願いします。

訂正：�７月号の歴史散歩の記事中、「得文」
　　　は「得分」の誤りです。

有価物ピット

駐車場

管理棟

（有価物置場）

トラック
スケール

リサイクル
センター

持込み
ごみ受付
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